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特定疾患治療研究対象疾患の対象範囲に限定のある疾患  

疾病  

番号   
疾患名   対象範囲の限定の内容   

20－③  パーキンソン病   
Hoehn＆Yahr重症度分類にてⅢ度以上、かつ  
生活機能障害度が2度以上   

21  アミロイドーシス   続発性アミロイドーシス以外   

22  後縦靭帯骨化症   
画像において生活支障の原因を証明し、  
生活への支障が一定以上   

30  広範脊柱管狭窄症   生活機能障害度が2度以上   

31  原発性胆汁性肝硬変   無症候性以外   

32  重症急性膵炎   
急性降炎の診断がなされたうち、  

軽症ならびに中等症は対象外   

36  特発性問質性肺炎   重症度分類にてⅢ度以上   

37  網膜色素変性症   重症度分類にてⅡ度以上   

40－①   神経線維腫症Ⅰ型  
（フォンレツクリングハウゼン病）   

重症度分類にてStage4以上   

バッド・キアリ   画像上で門脈閉塞を認め、  
42       （Budd－Chiari）症候群   門脈圧元進所見のある症例に限定  
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難治性疾患克服研究における潰癌性大腸炎に関する研究成果  

【炎症性腸疾患に関する調査研究班（主任研究者）へのアンケート】  

（調査期日：平成18年5月）  

1． 初代研究班発足から現在までの間の研究成果について（特定疾患の研究班が独   

自に解明一関発し、本研究事業として公表したもの。なお、原則他の研究事業等に   

依存していないもの。）   

（1）原因究明について（画期的又は著しく成果のあったもの）  

時期及び  内容   備考   

班長名（当時）  

1  

2  

3  

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。  

（2）発生機序の解明について（画期的又は著しく成果のあったもの）  

時期及び  内容   備考   

班長名（当時）  

1  平成6年、   大腸上皮由来IL－7を介した粘膜内リンパ球増殖調節  

武藤徹一郎   機構の異常   

2  平成15年、   HLA－DRBl☆1502が日本人潰瘍性大腸炎の疾患感受  

日比紀文   性遺伝子のひとつである   

3  

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。  

（3）治療法（予防法を含む）の開発について  

ア 発症を予防し、効果があったもの   



1  

2  

3  

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。  

イ 完治に至らしめることはできなし埼ミ、進行を阻止し、効果があったもの  

時期及び  内容   備考   

班長名（当時）  

1  平成6年  SASP不耐性症例に対するメサラジンの有用性  

武藤徹一郎  

2  平成12年  白血球除去・吸着療法の有用性  

下山孝  

3  平成12年  遠位潰瘍性大腸炎に対するメサラミン注腸療法  

下山孝  

4  平成16年  難治性潰瘍性大腸炎に対する経口FK506  

日比紀文  

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。  

ウ その他根本治療の開発について  

時期及び  内容   備考   

班長名（当時）  

1  

2  

3  

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。   



2．「1」以外で、国内、国外を問わず、研究成果の現在の主な状況について   

（1）原因究明について（画期的又は著しく成果のあったもの）  

時期   内容   文献   

1 

2  

3  

（2）発生機序の解明について（画期的又は著しく成果のあったもの）  

時期   内容   文献   

1  1988年  喫煙が発症予防因子である   LindbergEet  

al．：Gut1988，  

29：352－7   

2  1994年  病態に抗ムチン抗体が関与している   HibiTetal．：  

Gut1994，35：  

224・30   

3  2001年  若年期における虫垂切除が発症予防要因である   Naganuma M 

etal．：AmJ  

Gastroenterol  

2001， 96：  

1123－6   

（3）治療法（予防法を含む）の開発について  

ア 発症を予防し、効果があっ七もの  

時期   内容   文献   

1  

2  

3  



イ 完治に至らしめることはできないが、進行を阻止し、効果があったもの  

時期   内容   文献   

1  1978年  重症潰瘍性大腸炎に対する選択的プロドニゾロン  朝倉均ら：日消誌  

動注療法   1978，75：818－25   

2  1994年  Cyclosporineのステロイド抵抗性重症潰瘍性大腸  LichtigerSetal．：  

炎に対する有効性   NEnglJ］Med  

1994， 330：  

1841・5   

3  1999年  非病原性大腸菌（Nissle1917）の投与がメサラジ  Rembacken BJ  

ンと同等の緩解維持効果を有する   etal．：Lancet  

1999354：635・9   

4  2003年  抗TNF－α抗体（Remicade）の難治性潰瘍性大腸  GornetJMetal．：  

炎への有用性   Aliment  

Pharmacol Ther 

2003， 18：  

175・181   

5  2003年  ステロイド抵抗性潰瘍性大腸炎に対するヒト化型  Creed TJet，al．：  

抗IL・2R（CD・25）抗体（Basiliximab）とステロ  Aliment  

イド併用療法の有効性   Pharmacol Ther 

2003，18：65－75   

6  2003年  Epidermalgrowthfactor（EGF）注腸の軽症ヰ  SinhaAetal．：N  

等症潰瘍性大腸炎に対する有効性   EnglJMed  

2003，349：350－7   

7  2004年  ヒト化型抗CD 

ド抵抗性重症潰瘍性大腸炎に対する有効性   DDW2004，Late  

Breaking  

Abstracts   

8  2004年  ICAM－1antisenseoligonucreotideen6maの軽  vanDeventerSJ  
症・中等症遠位潰瘍性大腸炎に対する有効性   etal．：Gut2004，  

53：1646－51   

9  2004年  活動期潰瘍性大腸炎に対する豚鞭虫卵取ichuris  SummersRWet  

suisova反復投与の有効性   al．：  

Gastroenterology  

2004，126（4），  

Suppl．2：A・83  



時期   内容   文献   

1  

2  

3  




